
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時：2016年 2月 13日(土) 午前 10時～午後 4時 30分 

（受付開始午前 9時 30分） 

場  所：シンフォニア岩国 2階大会議室 

     岩国市三笠町 1丁目 1－1（Tel：0827－29－1600） 

       ✿JR岩国駅東口より南に 800m（徒歩 10分） 

       ✿三笠橋バス停より徒歩 5分 

定  員：100名 

参加費：あみ会員・賛助会員     1,000円 

     非会員            2,000円 

     当事者・学生・家族等     500円 

弁当（希望者のみ・お茶付）  600円 

           ✿会場目の前にコンビニエンスストアーあり 

 

 

NP０法人全国精神障害者地域生活支援協議会 

[ámi] 

中国ブロック フォローアップ研修会 
 

原 点 回 帰 
テーマ 

～苦労をともにする、ということ～ 
生きづらさの『原』因は病気だけでない 

だから大切にしたい、『点』としての問題より面としての暮らし 

いつかは『回』り回ってみんなが味わう当たり前の苦労だから 

今から目指したい、誰もが『帰』れる居場所とまちづくり 

お問合せ・お申込み先 

社会福祉法人ビタ・フェリーチェ 

地域生活支援センタートライアングル 担当：吉村・小林 

〒741-0081 山口県岩国市横山 1丁目 12-51 

Tel：0827-44－3244 Fax：0827-44-3245 

 

基調講演 広島県立大学人間福祉学科准教授 松宮 透高 

教育講演 大阪市立大学生活科学科准教授   野村 恭代 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

     プログラム  受付 9:30～ 

      開会挨拶                                                     10:00~10:10 

      あみ活動報告                                                10:10~10:40 

あみ中国ブロック理事  金子 百合子 

      教育講演 「事例からみる生活困窮者支援」                     10:40~11:40 

         大阪市立大学生活科学科准教授  野村 恭代 

         昼食休憩                                       11:40~12:40 

       厚生労働省行政報告                                           12:40~13:40 

   障害福祉課地域生活支援推進室 障害福祉専門官 伊藤未知代  

          基調講演  「原点回帰～苦労をともにする、ということ～」       14:40~13:40 

              広島県立大学人間福祉学科准教授 松宮 透高 

           グループワーク                                               15:10~16:30 

 

           閉会挨拶                                                     16:30 

 

 

 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

氏 名  

会員・賛助会員 非会員 当事者・学生・家族 該当箇所に

○印をつけ

て下さい 
 

弁当（600 円お茶付） 

希望する・しない 

 

弁当（600 円お茶付） 

希望する・しない 

 

弁当（600 円お茶付） 

希望する・しない 

所 属 

都道府県 

連絡先 

TEL： 

FAX： 

 

NPO 法人全国精神障害者地域生活支援協議会（あみ）中国ブロック研修会申込書 

お申し込みは、平成２８年１月３１日までにお願いします。 

 申込先ＦＡＸ番号 ０８２７－４４－３２４５ 送付状不要です 

（1,000 円） （2,000 円） （500 円） 

開催にあたって 

あみは、全国各地で展開される日常生活の支援・就労の支援・居住支援などの活度を結ぶ

ネットワークを作ること、そこから見出されてくる実践を施策に反映させることによって、

精神障害者の地域での生活をより良いものにするための活動をしています。 

今年度のあみ全国大会のテーマは、「原点回帰」でした。中国ブロック大会では「支援の原

点回帰～苦労をともにするということ～」として研修会を開催します。ぜひご参加いただき、

共に精神障害のある人たちの地域生活について考える機会にしたいと思います。 


